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 出席総数 出席率 会員総数 

今 回   24/27 88.89% 27 名 

会長挨拶                     会長  水谷隆一君  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告                     

皆様 明けましておめでとうございます。 

新型コロナ感染症蔓延防止の観点により、2 年続けて中止になりました

四クラブ合同新年会。伊豆中央の当番は保留のまま 3 年目にしてようやく

開催することが出来ました。皆様本当にお久しぶりでございます！ 

2022-23年度 RIテーマ「イマジンロータリー」、ロータリーが持つ「力と

繋がり」によって世界にもたらされる変化を想像して欲しいとの呼びかけ

に対し、当地区淺原諒蔵ガバナーからはロータリーの活動を親睦によりロ

ータリアン同士の“絆”“繋がり”を深め奉仕の活動を再開して欲しいと示 
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された本年度。まだまだ新型コロナ感染症は侮れませんが、今年は四クラブ合同新年会が再開さ

れ、四クラブそれぞれ、また時には力を併せ、より充実したロータリー活動の活力になるものと信

じています。 

今夜は大いに旧交を温め、また、多くの新会員の皆様は他クラブの会員と親交を深める良い機会

としていただければと思います。 

尚、久しぶりの合同新年会を担う伊豆中央 RCの SAAも親睦友好委員会も大半は、ゴールデンルー

キーズでありまして、一生懸命務めますが、何分合同新年会初体験でありますので、不具合の箇所

が御座いましても、ロータリーの友情に免じて温かく応援いただけると有難いです。 
皆様、今夜は大いに楽しみましょう。宜しくお願い致します！ 

http://www.izuchuo-rc.org/


 

 

 

四クラブ合同新年会       ホストクラブ：伊豆中央 RC                           
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会長挨拶 会長　水谷隆一君

奉仕活動による受益者が自分自身の場合は「職業奉仕」となります。

これだけではわかりにくいお話ですが、社会奉仕をすることにより、その地域社会や地域の人々から、人として、また職業人と

して『尊敬と信頼と信用』というお金では買えない大切なものが、その奉仕した人に反射的にもたらされる事を、『最も多く奉仕

する者、最も多く報われる』という言葉で表されています。

職業奉仕もその一例ですが、ロータリー活動は奥深く難解な部分もありますが、地域社会から『尊敬と信頼と信用』される人々

の集いの場、学びの場としての伊豆中央ロータリークラブが有意義であり続けます様に、皆さんとともに本年度後半も宜しくお

願い致します。

以上、会長挨拶と致します。ありがとうございました。

誕生日の一言（水谷隆一君）
1月26日で６０歳、還暦です。暦が一巡、リセットして頑張ります！

出席報告 会員慶事

出席総数

今　回 ２１／２６ ８０．７７％ ２７名

出席率

＜欠席者＞
　・柿沼君　・木内君　・古藤田君　・小林（則）君　・原田君

会員総数
会員誕生日：土屋（龍）君　望月（良）君　小林（貞）君

　　　　　　　　水谷君　土屋（雄）君　和田君

入会記念日：水谷君　土屋（雄）君

奥様誕生日：柴田君　土屋（源）君　水谷君　雨宮君

結婚記念日：土屋（源）君　土田君

みなさんこんばんは、

　　1月10日には、四クラブ合同新年会に120名余のロータリアンの集う賑やかな会が開

催出来ました。企画運営の親睦委員会は元より皆様のご協力に感謝します。ありがとうご

ざいました。

さて、１月のロータリーテーマ『職業奉仕』です。職業奉仕について「自分の職業を通して

社会に奉仕するのが職業奉仕である」と思われている方が非常に多いのですが、自分の

職業を通そうが通すまいが、社会に奉仕する活動は「社会奉仕」です。職業奉仕と社会

奉仕を区別するのは、「受益者が誰であるか」という事です。



クラブ協議会　　　　　　　委員会中間報告

会報委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　川合　礼恵君　           

　

　会報委員会では、通常例会および行事毎に写真を撮影し、事務局へ会報の作成をお願い

しています。原稿については、発表者から直接事務局へデータでの提出をお願いしております。

事務局で作成してくださった会報案を会報委員会で校正し、会員への配布を行っています。

欠席や別の役務により、委員で写真撮影ができない場合がございますので、引き続き会員の

皆様にご協力をお願いしたい所存です。

親睦友好委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　 長友　範充君                              

　今年度親睦友好委員会、これまで下記4つの事業を実施させて頂きました。

①9月27日親睦例会：えびすやさんにて開催させていただきました。会員24名、そしてOB会員

も5名参加いただき、年度最初の親睦例会らしい会が開催出来たと思います。

②10月15・16日京都乙訓交流事業：15日に合同例会と懇親会、そして16日にゴルフと観光を

実施させていただきました。例年になく多数の方にご参加頂き、久し振りに京都乙訓と友好を

深めることができたと思います。

③12月23日クリスマス家族会：昨年同様サンバレー本館にてバイキング形式で開催いたしました。会員そしてご家族合わせ

て80名以上のご参加を頂きました。今回ロータリーを知って頂くという目的で望月君の作成したロータリー紹介動画も上映さ

せていただき、家族例会という目的を達成出来たのではないかと思います。

④1月10日４クラブ合同新年会：１２０名を超える多数のご参加を頂き、大変盛況に開催出来たと思います。アフターコロナとさ

れる今年度、各クラブの会員の皆様がいかにリアルな交流を求めているか、よく分かった気がします。

　以上会員の皆様の御協力そして、委員会のメンンバーの素晴らしい実行力で、これら4つの事業を無事終えることが出来ま

した。ありがとうございました。

　委員会は現在までに6回開催しております。今後の予定ですが、今年度後半では相模原西クラブとの交流、３月の親睦例

会、そして最終の新旧役員交代会が予定されておりますが、相模原西との交流会は相模原西の都合で今年度は中止という

連絡がきております。従って３月の親睦例会、６月の新旧役員交代会、この２つの事業について皆様方の御協力をお願いし

て、中間報告とさせていただきます。

スマイル報告

●長友君　1月10日の4クラブ合同新年会、3年ぶりとは言え120名以上の出席をいただき、大盛況に実施することが出来まし

た。御協力ありがとうございました。

●武田君　小野君、ありがとうございました。また、宜しくお願いします。

●川合君　今日から新しい車になりました！！   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (スマイル合計　￥46,000）

クラブ管理運営委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　土田　哲君　           

　

・コロナによる例会中止　１回

・京都乙訓ロータリークラブとの交流会を例会に変更（理事会決議）

・1/24（火）の例会を含めて予定通りの16回開催。

・京都乙訓交流会、クリスマス家族例会、４クラブ合同新年会と親睦委員会の皆様には大変

お世話になりました。引き続き会員皆様の御協力をお願いいたします。



2022－23
R I  会 長　ジェニファー・ジョーンズ　　ガバナー　淺原諒蔵
会     長　 水谷隆一　　幹　  事　小野　憲
会報委員会　 川合礼恵　古藤田博澄　木内昭夫　武田友良

伊豆中央ロータリークラブ
ROTARY  CLUB  OF  IZU-CHUO

週報　第2676回例会
2023.2.5（日）　於:みしまプラザホテル
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会長挨拶

出席報告

出席総数

今　回 １７／２５ ６８．００％ ２７名

出席率

＜欠席者＞
　・柿沼君　・木内君　・小林（則）君　・土田君　・土屋（雄）君
　・堀江君　・山田君　・和田君

会員総数

静岡第1グループIM ホストクラブ：三島西ロータリークラブ

三島西RC会長　花房孝光君

3年ぶりのインターシティミーティングに200名に及ぶ多くの会員の皆様にご参加

いただきましたこと、ホストクラブを代表して御礼申し上げます。

このコロナ禍の中、毎年患者が増え、色々な宣言が発令される2月にどのような

形で実行するのが良いか話し合いを重ねて参りました。最終的にはリアルで実

施する！但し、懇親会は一番中止を余儀なくされるため断念しました。ご参加

の会員の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしますことお詫び申し上げます。

先程も矢岸実行委員長が話しましたように、今回の実行委員会のメンバーは入

会3年以内の若手中心にお願いしました。一所懸命ご接待させていただきま

す。

ロータリークラブ会員各位のご友情、ご厚情に感謝し挨拶とさせていただきま

す。ご出席ありがとうございました。



クラブ奉仕委員会

トガバナー渡邉脩助様、ガバナーエレクト中村皇積様、筆頭副幹

事の横山様、静岡第2・3・4グループガバナー補佐の佐野様・杉浦

様・鈴木様のご臨席を頂き誠にありがとうございます。おかげで静

岡第1グループの会員200名でＩＭを開催できます。鈴木様におか

れましては、第2部で素晴らしい歌声とトークをご披露していただく

ことになっております。また、第2部では中村ガバナーエレクトにサ

プライズを準備していただいております。よろしくお願いします。

　今年度淺原ガバナーは地区方針として「絆を深めて、ロータリー

活動を再開しよう」を掲げられ、地区大会では大懇親会を開催して

いただきました。11月には、熱海南ＲＣにも協力していただき、ＲＩ

会長に熱海で一泊していただき、翌日には浮月楼で地区内の会

長幹事を交えて意見交換を実施していただきました。このような貴

重な機会を与えていただき誠にありがとうございました。

今回ＩＭのテーマは、ガバナーにお許しを頂き地区方針と同じにさ

せていただきました。3年ぶりの開催になります。ただし、私の勇気

のなさで大懇親会は断念し各クラブで実施していただくこととさせ

ていただきました。ＩＭを主催するにあたり、年度当初、実行委員

会の皆さんとコロナ渦でも開催できるＩＭを目指しました。方針が決

まり、各クラブに案内させていただいたところ、グループ内から約

200名の参加を頂きました。本当にありがとうございます。　　

　さて、ＩＭの意義は何だろうということですが、私はグループ内の

皆様が一同に会して意見交換をするということもその一つだと思い

ます。静岡第1グループは現在268名の会員がおり、今日は75％の

参加率です。当クラブ会員のホテルということで友愛の広場に広い

場所を提供していただき、それぞれお話を楽しんでいただいたとい

うことで目的の半分は達成できたと思います。私は、ガバナー補佐

を務めさせていただき本当に良かったと思います。ガバナー補佐

の先輩から、補佐をやる前までは自分のクラブが一番素晴らしいと

思っていたが、各クラブを回るとそれぞれのクラブが素晴らしい奉

仕活動をしており感動した。補佐をさせていただき本当に良かった

とおっしゃっていました。私もまったく同感です。

静岡第1グループIM

素晴らしいクラブの集まりです。そんなわけで、第2部では各クラブ

の自慢話をしていただくことも考えましたが、昨年度の松井ガバ

ナー補佐の時、地区大会で一部紹介があったということで断念しま

した。今年度クラブ訪問で、各会長さんからクラブの歴史や会員の

すばらしさを熱く語っていただきました。国際奉仕においても社会

奉仕においても青少年奉仕においても地域のニーズを引き出し素

晴らしい活動をしています。例えば、定時制高校への支援・ボーイ

スカウトや少年合唱団への支援・教育委員会への支援・サーフィン

クラブへの支援・市内幼稚園や小学校への書籍寄贈・中学生の

交換研修事業・ふれあい広場での清掃活動・公園整備・老人福

祉施設への支援・福祉施設のイベント参加・外国の医療従事者と

の交流や助成・授産所への支援・アートプロジェクトへ協賛・途上

国への自転車やミシンの寄贈・インターアクトクラブへの支援では

今年度　知徳高校で三島ロータリークラブが堀内委員長を中心に

ハイブリットでしたが、年次大会を実施していただきました。数え上

げればきりがありません。これが自慢できる静岡第1グループです。

話は変わりますが、今年度のガバナー方針で合同奉仕事業の提

唱がありました。年度当初合同奉仕ということで会長幹事の皆様に

「お玉ちゃん食堂のような子ども食堂への支援」を合同奉仕事業に

しようと相談させていただきましたが、静岡第1グループは三島から

下田までということで離れており、合同での奉仕事業はできません

でしたが地区の加藤奉仕委員とも相談して「青少年奉仕と福祉事

業への参加」ということで各クラブにおいて実施していただきまし

た。2620地区のホームページには三島ＲＣと伊豆中央ＲＣの実績

が出ております。まだ見てない方はのぞいてみてください。熱海南

ロータリークラブは人数も少ないということで難色を示されました

が、三島西ロータリークラブと合同での実施もこれからですが予定

したいと思います。

話は変わりますが、ロータリークラブの永遠の課題に会員増強があ

ります。今年度はどうでしょうか。期首の会員数は、世界で1,166,331

人　日本は82,555人2620地区では2756名でした。最新のデータで

は世界が1,163,279名　日本は84,877名で2620地区は2854名でし

た。世界では減少していますが、日本では幸い会員増の状況で

す。静岡第1グループでも17％の増強をしたところもあります。私事

ですが、私は、人生の半分をロータリーとともに家族ぐるみで過ごし

てきました。本当に良かったと思います。すべての会員がロータリー

の良さを享受して、地域にそのすばらしさを発信していただければ

おのずと会員増強が出来ます。ロータリーは永遠です。頑張って楽

しんでください。

ガバナー補佐　

遠藤正幸君（三島西RC)　

2022～23年度RI2620地区静岡

第1グループのＩＭを開催するに

あたり、大変お忙しい中ご来賓と

してガバナー淺原諒蔵様、パス



駿東伊豆消防本部　佐藤消防長
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R I  会 長　ジェニファー・ジョーンズ　　ガバナー　淺原諒蔵
会     長　 水谷隆一　　幹　  事　小野　憲
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週報　第2677回例会
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会長挨拶

出席報告

出席総数

今　回 ２４／２７ ８８．８９％ ２７名

出席率

＜欠席者＞
　・川合君　・小林（則）君　・山田君　

会員総数

会長　水谷隆一君

２月のロータリーテーマは『平和構築と紛争予防』です。とはいえ、昨年2月24日から始まったロシ

アによるウクライナ侵攻による戦争は未だ終息が見えない状況であり、戦後軍事力を行使しない

としてきた日本において『平和構築と紛争予防』というテーマが、急激に大切と感じているのは私

だけではないと思います。昭和20年8月15日にポツダム宣言を受諾して無条件降伏した日本で

すが、軍部に於て大本営では本気で一億玉砕の国家滅亡もあり得た本土決戦を時の国会で承

認された法律に基づき準備していたことを思うと、一度始まってしまった戦争を終わらせることは

並大抵の事ではなく、そのことを実体験で知っている日本の果たすべき役割があるようにも思い

ます。皆さんも改めて『平和構築と紛争予防』について考え、出来る事から行動していただきたい

と思います。

それから、連日報道されています2月6日に発生したトルコ・シリア大地震の被災者救援金への協

力要請がガバナー事務所からきています。日本では1923年9月1日に発生した関東大震災で被

災した東京横浜などに世界中のロータリークラブから多額の義援金が寄せられ被災者が助けら

スマイル報告

●小野憲君・土田君　佐藤さん、卓話よろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　 (スマイル合計　￥35,000）

ゲスト・ビジター

れたと聞いています。また、日本とトルコとは1985年3月17日イランイラク戦争の中、48時間後に迫ったイラクによるイラン上空航空機

無差別攻撃開始を前に、イランに取り残された日本人215名をトルコが派遣してくれた2機の救援機により無事に救出してくれた特別な

親日国でもあります。因みにこの時イランにいたトルコ国民は陸路でイランから出国させ、自国民よりも日本人を優先して救出したのに

は1890年に起こったトルコ軍艦エルトゥールル号の遭難事故に対する日本への恩返しというお話もあるのですが、時間の都合で割愛さ

せていただきます。是非皆様トルコ・シリア大地震救援金へのご協力をお願い致します。

以上、会長挨拶と致します。ありがとうございました。
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2月6日にトルコとシリアを襲った壊滅的な地震で

は、数万人の死者が出ており、何千もの家屋や建

造物が倒壊し、冬の寒さの中で大勢の人が住む

場所を失っています。

このような悲惨な状況を受け、世界中のロータリー

会員が直ちに支援に乗り出しています。ジェニ

ファー・ジョーンズRI会長は、被災地と連絡を取り

あって対応を開始し、被災地のガバナーが災害

救援補助金を申請するよう、またロータリーによる

支援を広げるために現地での救援活動について

情報を提供するよう呼びかけました。

ロータリー財団管理委員会は、現時点から3月31

日までにトルコ・シリア災害救援基金に寄せられた

すべての寄付を、今回の地震の被災者救援プロ

ジェクトの支援に使用することを決定しました。管

理委員会はさらに、この地震で被災したロータリー

地区が災害救援補助金を通じて125,000ドル以上

を利用できるようにしました。

ロータリーのプロジェクトのパートナーであるシェル

ターボックスも、被災地のニーズと対応方法を調

べるため、現地に緊急対応チームを派遣しまし

た。このチームがロータリー地区のリーダーと連絡

を取り合っています。ロータリーの奉仕のパート

ナーであるハビタット・フォー・ヒューマニティ・イン

ターナショナルも現地での対応にあたっています。

クラブ奉仕委員会 卓話 駿東伊豆消防本部　佐藤消防長様

会員誕生日：原田君　長友君

入会記念日：土田君　古藤田君　原田君

奥様誕生日：柿沼君　土屋（雄）君

結婚記念日：原田君　柿沼君　

　　　　　　　　小林（貞）君　玉置君

会員慶事会員慶事

親睦友好委員会　　　　　　　　委員長　長友範充君

3月28日に今年2回目の親睦例会が開催されます。

その例会を単なる親睦例会ではなく、会員候補者も

招待し参加していただく、親睦兼増強例会にしたい

と考えております。

増強は会員一人一人がそのつもりになって候補者

を探さなければ出来ません。皆様是非会員候補者

を探しておいていただきたいと思います。

委員会報告　



2022－23
R I  会 長　ジェニファー・ジョーンズ　　ガバナー　淺原諒蔵
会     長　 水谷隆一　　幹　  事　小野　憲
会報委員会　 川合礼恵　古藤田博澄　木内昭夫　武田友良

伊豆中央ロータリークラブ
ROTARY  CLUB  OF  IZU-CHUO

週報　第2678回例会
2023.2.28（火）　於:サンバレー富士見

例会場　ホテルサンバレー富士見 　静岡県伊豆の国市古奈185-1
　　　　TEL  (055)947-3100      FAX  (055)947-0564
　　　　事務局TEL  (055)976-6351      FAX  (055)976-6352
URL  　www.izuchuo-rc.org
写真：　柿田川（伊豆半島ジオパーク）

会長挨拶

出席報告

出席総数

今　回 ２５／２７ ９２．５９％ ２７名

出席率

＜欠席者＞
　・小林（則）君　・和田君　

会員総数

会長　水谷隆一君

今月2回目の例会ですが、今日で2月も終わりです。歳月人を待たずと言いますが、年を追

うごとに月日の流れがスピードアップされているように思います。

さて、先週２月２３日は日本では、天皇誕生日の祝日。静岡県・山梨県では「富士山の日」と

なりますが、私達ロータリアンにとっては、ロータリーの設立記念日です。1905年（明治38年）

118年前のこの日、アメリカシカゴの青年弁護士ポール・ハリスが3人の友人とともに世界初の

ロータリークラブーテーマを設立しました。ロータリークラブは、「会員同士の親睦を深め自

己啓発を進めながら自分の職業を生かして世界や地域に奉仕してこと」を目的にしていま

す。会員同士の親睦を深め自己啓発を進めるというのは言葉では簡単に出来そうですが、

実際にはなかなかどうして難しいものであります。そんなことでありますから。この例会場入口

にあります「四つのテスト」を、少なくても例会に来た時、出来れば常日頃いかなる時でも、

「言葉に発する前、行動を起こす前に、そのことは、真実かどうか？そのことは、みんなに公

平か？そのことは、好意と友情を深めるか？　そのことは、みんなのためになるかどうか？」

と、「四つのテスト」を自分に問いかける習慣が出来ると、素晴らしい皆さんが、より尊敬され

るロータリアンになっていくのだと思います。本年度初めの会長方針でお願いしました「和顔

愛語の伊豆中央ＲＣ」改めて宜しくお願い致します。

スマイル報告

●望月隆一君　明日3月1日、一人娘が入籍します。幸せを願うばかりです。因みに、婿入りで家族が一人増えます。感謝、

感謝、感謝です。

●土田君・玉置君　石井君、木内君、卓話楽しみにしています。よろしくお願いいたします。　　　 (スマイル合計　￥１９,000）

親睦友好委員会・会員増強委員会合同委員会
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ペルー

チンチャ・ロータリークラブは今月、イーカ地域に住

む5歳～17歳の少女たちが居住するシェルターに

増設した新しい施設を披露する予定です。家族に

見捨てられたり、虐待の被害者だったりするこれらの

少女は、「心のサポートを大いに必要としている」と、

同クラブ元会長のモニカ・アビレス・カルデロンさん

は言います。クラブは2000年に30人が入居できる最

初の建物を完成。その後間もなく、このシェルター

で暮らす少女の数は2倍以上に増えました。2018年

より、クラブは建物を増築して入居可能な人数を増

やしました。各棟に約35,000ドルの費用がかかって

います。3棟の新施設は、主にスイスのフラウィル・

ロータリークラブと第2000地区（リヒテンシュタインと

スイス）からの寄付によって資金をまかない、残りの

資金はチンチャ・ロータリークラブが調達しました。

米国

ミシガン州南部には、メロンの種を温室所有者に渡

した放浪者についての言い伝えがあります。それに

由来するとされるハウエルメロンを祝う毎年恒例の

祭典は、今年で63年目を迎えます。ハウエル・ロー

タリークラブは、ハウエルメロン風味のアイスクリー

ムを販売してこの祭に参加しています。会員40人の

このクラブは、8月のある週末に開催されたフェアで

アイスクリーム7,000カップと約1.9リットル容器入りの

アイスを1,500個販売。ロータリアン、ハウエル高校

インターアクトクラブ会員、同校のスポーツ選手な

ど、100人以上が手伝いました。そこで集めた3万ド

ルは、奨学金、地元の青少年プログラム、そのほか

の地域社会プロジェクトの資金として活用されます。

「非常に人気があるので、”～時から販売開始です

“って言っても行列ができるんです」とクラブ元会長

であるサンディ・コルテスさんは言います。「大人気

ですよ」。

クラブ奉仕委員会 卓話
石井政一君

会員誕生日：川合君　柴田君

奥様誕生日：山田君　紀平君

会員慶事会員慶事

木内昭夫君
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会長挨拶

出席報告

出席総数

今　回 ２３／２７ ８５．１９％ ２７名

出席率 ＜欠席者＞
　・柿沼君　・古藤田君　・小林（則）君　・和田君　

会員総数

会長　水谷隆一君

３月のロータリーテーマは『水と衛生』です。また、毎年3月22日は、国連が定めた「世界水の日」

（World Water Day）！です。1992年12月に国連総会で定められた「世界水の日」は、水がとても大

切であること、きれいで安全な水を使えるようにすることの重要性について世界中の人々と一緒に

考えるための日となっています。日本では、どこでも透明で清潔な飲み水を毎日飲むことができま

す。水道からきれいな水が出ているにも関わらず、飲み水はペットボトルやウォーターサーバーの水

を利用する人も多いですが、それは世界的に見ると、とても贅沢な生活だと思います。世界では約

9億人の人々が、汚れた水しか飲むことができていません。また、世界の人口のうち12％もの人々

が透明な水さえ手に入れられない生活をしているのです。さらに、25億人の人々は衛生的なトイレ

を利用することができません。屋外に穴を掘っただけのトイレを使用している人々もいること思うと、

ウォッシュレットが当たり前の日本人には、イメージすることもできない生活をしている人々が世界に

はまだたくさんいます。蛇口をひねるだけで水が出て、トイレに水が流れる生活というのは、実は大

スマイル報告

●木内昭夫君・土田　哲君　　ライオンズ親睦ゴルフお世話になりました。柿沼さん、ありがとうございました。

●石井政一君　　小野先生、今日はありがとうございました。安心いたしました。　　　 (スマイル合計　￥3,000）

変な設備投資の上に成り立っているのです。ロータリーはこれまで何十年にもわたり、井戸を掘り、配管工事を行い、浄水設備を整

え、流し台やトイレを設置するなどして、人びとが安全な水を利用できるよう支援してきました。しかし最大の課題は、このような設備が

整えられた後にあります。それは、はじめにプロジェクトが成功してもゆくゆくは失敗に終わるケースが頻繁にあるそうです。アフリカ、南

米、南アジアの一部では、まるで持続不可能となった奉仕プロジェクトの証とでもいうように、錆びた給水ポンプや老朽化した衛生施

設があちこちに見られるそうで、ロータリーがここ数年、活動の焦点を教育、協力、持続可能性に転換したのもこれが一つの理由とな

っているそうです。EedPolioもそうですが、ロータリーに限らず様々なプロジェクトをするには、多くの理解者、協力者が必要ですし、長

期的なプロジェクトの継続には若い世代の関りも不可欠です。今月28日親睦例会では新会員候補者も参加する企画を準備していま

す。私たちロータリーの活動が持続可能となるように、皆様も今回の親睦例会に関わらず、有望な新会員の勧誘に御協力ください。宜

しくお願い致します。
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エディンバラの王立高校とダンディー大学で学び、

口腔外科の大学院学位を取得。2016年までエディ

ンバラで自身の歯科医院を経営。英国小児歯科

学協会のスコットランド東部支部会長を務めたほ

か、さまざまな教育的役職を歴任。また、長老会の

リーダー、クイーンズフェリー教区会衆派教会理事

会の会長、スコットランド国教会総会のコミッショ

ナーも務めた。

1984年、26歳でロータリーに入会。South Queens-

ferry（サウス・クイーンズフェリー）ロータリークラブ

に所属し、グレートブリテンおよびアイルランドの国

際ロータリー（RIBI）の会長と副会長、RIの理事と委

員会メンバー（2022年ヒューストン国際大会委員会

アドバイザー、運営審査委員長など）を務めた。

クラブ奉仕委員会 卓話
土田　哲君 望月隆一君

土屋龍太郎君

新しいロータリークラブやグループを築くために会員

と協力できるのを楽しみにしており、「私のビジョン

は、ロータリーの仲間になりたいと思うすべての人、

世界でよいことをしたいと願うすべての人が、それぞ

れに合った方法でどこででも参加できるロータリーと

なること」と話す。

英国を拠点とする非営利団体「ホープ・アンド・ホー

ム・フォー・チルドレン」の後援者であり、同団体と

RIBIとのパートナーシップを先導して、ルワンダ大

虐殺によって孤児となった子どもたちを支援。開発

途上国の人びとや家族、ビジネスに持続可能な人

道支援を提供するGrantham Kestevenロータリーク

ラ ブ （ 英 国 リ ン カ ン シ ャ ー ） の イ ニ シ ア チ ブ

「Trade-Aid」も後援しているほか、国立の精神保

健機関であるBipolar UKのアンバサダーを務めて

いる。

趣味はラグビー、グルメとワイン、スコットランドの伝

統的な杖づくり。

ロータリー財団は「ロータリーの奉仕を動かす燃料」

であるとし、妻ヘザーさん（ロータリアン）とともにポー

ル・ハリス・フェロー、メジャードナー、ロータリー財団

のベネファクター、遺贈友の会会員となっている。

孫娘たち（アイビーさん、フロレンスさん）が幸せに

暮らせるより良い世界をつくるために、会長として全

力を捧げたいと考えている。

ゴードン R. マッキナリー

2022-23年度会長エレクト

South Queensferry

　ロータリークラブ

スコットランド、

　ウェストロージアン

RI会長エレクトの略歴
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会長挨拶

出席報告

出席総数

今　回 ２２／２６ ８４．６２％ ２７名

出席率 ＜欠席者＞
　・柿沼君　・小林（則）君　・柴田君　・山田君　

会員総数

会長　水谷隆一君

こんばんは、ゲストの皆様ようこそお越しくださいました。

例会開始早々歌っていただきましたロータリーソングは

「我らの生業」です。“われらの生業さまざまなれど、集い

て図る心は一つ、求むるところは平和(やわらぎ)親睦(む

つみ)、力(つと)むるところは向上奉仕。おゝロータリアン、

我等の集い”この歌詞の一言一言が私たちロータリーを

よく表してくれています。私たちのクラブの会員も職業は

様々、また年齢層も幅広いですが、会員は、相互に尊重

しあい力をあわせて地域の課題、また国際ロータリーの

一員として国際的な取り組みも含めロータリーを楽しんで

います。ゲストの皆さんもロータリーの雰囲気とサンバレ

ーの料理を味わっていただき、遠からず私達になって下

さると嬉しいです。

宜しくお願い致します。

スマイル報告

●長友範充君・玉置敏君・竹村淳一郎君　　伊豆総合高校松浦校長、特別支援学校廣瀬副校長、本日はお忙しい中あり

がとうございます。又、ゲストの皆様、御参加ありがとうございます。

●小野憲君・武田友良君・川合礼恵君・土田哲君　　ゲストの皆様、ようこそ伊豆中央RCへ。　　 (スマイル合計　￥７,000）



クラブ奉仕委員会 親睦例会
静岡県立伊豆総合高等学校学校長　松浦　真一郎様

静岡県立伊豆の国特別支援学校副学校長　廣瀬　かよ子様

トヨタユナイテッド静岡（株）伊豆の国支店　渡辺　浩次様

いろはに保険（株）　宇佐美　祐三様

塩崎重機工事（株）代表取締役　塩崎　真人様

(有)クラフト　湯川　和昭様（株）マコト商会　宮嶋　照枝様

（株）マコト商会　生田目　和実様

行政書士　ワイズオフィス　八木　宏昌様

（有）原椎茸　原　泰之様

浅田ファーム　伊豆市議会議員　浅田　藤二様

HADANO　伊豆市議会議員　波多野　靖明様



成田みちよ君（沼津西ロータリークラブ）
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会長挨拶

出席報告

出席総数

今　回 ２３／２７ ８５．１９％ ２７名

出席率

＜欠席者＞
　・柿沼君　・川合君　・古藤田君　・小林（則）君　

会員総数

会長　水谷隆一君

みなさんこんばんは、

4月、一般的には新年度のスタートですが、今日の会長挨拶は皆様にお詫びから。

毎月第１例会には、ロータリー活動月間の話題を盛り込みますが、今月は「環境月間」で

す。皆様に配布した計画書・会員名簿には4月「母子と健康」と誤記載されています。「母

子と健康」月間は7月でした。今年度も残り3カ月ですが、訂正お願い致します。

改めて「環境月間」についてです。「環境月間」は、2022年10月にRI理事会決定された重

点分野の1つです。天然資源の保全と保護を強化し、環境の持続可能性を高め、人と環

境との調和を促す活動を支援するために、国際ロータリーの一員として留意いただきたい

と思います。

　また、環境というのは天然資源に限らず大切なことであり、伊豆中央RCの持続可能な心

スマイル報告
●土屋源由君　　昨日、当選証書をもらってきました。皆様には大変お世話になり、ありがとうございました。これからもよろしく

お願いします。

●水谷隆一君・小野憲君・石井政一君　　成田様、卓話よろしくお願いします。

●土屋龍太郎君　小野先生、昨日はありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (スマイル合計　￥50,000）

ゲスト・ビジター

地よい環境を維持するため、皆さん御一人御一人が、四つのテストを繰り返し自己研鑽に努め、居心地の良いクラブ

環境を整えていきましょう。

　そんな訳もありまいて、本日卓話は沼津西ロータリークラブのエース成田みちよさんをお招きしました。沼津西RCさん

には、伊豆総合高校IAC設立時にも色々とご指導いただきました。沼津西RCの奉仕への取り組みや米山奨学生との

関わり方などお話も聞かせていただけると思います。成田さん宜しくお願い致します。

　以上会長挨拶とします。ありがとうございました。



クラブ奉仕委員会卓　話

会員誕生日：紀平君　山田君　土田君　中山君

入会記念日：雨宮君　土屋（龍）君　小野君

会員慶事 会員慶事

この度は、伊豆中央RC例会にお招き下さり、大変ありがとう

ございます。

沼津西RCは1991年5月30日に設立し、同年6月25日にRI

加盟認証致しました。

スポンサークラブは沼津北RC沼津市内では4つめのRCで

す。設立時の会員数は26名の小規模なクラブでした。

現在、会員数25名、内訳として男性会員19名・女性会員

は私を含め6名です。

2009年6月に加藤学園高等学校インターアクトクラブを設

立し認証状を頂戴致しました片浜海岸清掃作業・沼津西

RC杯少年サッカー大会と同時開催のポリオ募金・クリスマ

ス例会などに顧問の先生同伴の下、例会場に来て頂き一

緒に参加して頂いております。他に高等学校の年度の替

わるタイミングでインターアクト活動報告を会長・顧問の先

生にして頂いております。また、ロータリーの友を毎月学校

にお届けさせて頂き、地域・社会におけるロータリーの活動

を知って頂く事もさせて頂いております。

成田みちよ君（沼津西ロータリークラブ）

奥様誕生日：和田君

結婚記念日：雨宮君　土屋（雄）君　紀平君　和田君

沼津西RCでは2019年4月より、米山記念奨学生の世話ク

ラブをさせて頂いております。

奨学生をお迎えするに辺りまず世話クラブになると必ずカ

ウンセラーを会員の中から選出しなければなりません。当

クラブではずっと同じ方にカウンセラーをお引き受け頂い

ておりますが1名だと大変なので、カウンセラーの他に会

長・幹事・など全部で5名を米山担当として委員会とは別

に設けております。

奨学生の3人はまさに三人三様、どの方も優秀で国際社

会における日本との懸け橋になるために一生懸命学業に

専念し、ロータリーの活動にも積極的に参加して下さり、卒

業後も新たな学友会会員として頑張っています。

沼津西ＲＣは少ない人数ながらも、結成以来多くの諸先

輩方が培われ作り上げてきた強い団結力と深い友愛と理

解のお陰様で私たち後輩も一緒に愉しんで活動が継続さ

れているのだと、実感しております。

本日は御傾聴下さり、誠に有難うございました。
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会長挨拶

出席報告

出席総数

今　回 ２３／２７ ８５．１９％ ２７名

出席率 ＜欠席者＞
　・柿沼君　・木内君　・古藤田君　・小林（則）君　

会員総数

会長　水谷隆一君

23日地区研修・協議会参加の皆様、長時間お疲れ様でした。

かく言う私も次年度公共イメージ委員長ですから、出席義務者として、11時過ぎからzoom

に入室試みましたが、パソコンが悪いのか、Wi-Fiの調子なのか、結局入室することがで

きないため地区協に参加できませんでした。

繋がるはずでしたのに、何らかの不具合があると繋がらないのかと反省する事、仕切りで

す。

　そんな“繋がる”をキーワードに、3月28日親睦例会に参加してくださいました浅田藤二さ

んが、この度、原田会員増強委員長にお骨折りいただき、入会していただく事になりまし

た。入会式は浅田さんの都合もあり6月13日となりますが、それに先立ち４月１４日に行わ

れました、台湾から来日された国際ロータリー第３４８０地区自行車隊歓迎式典において、

スマイル報告
●土田　哲君・長友範充君・原田精治君・小野　憲君・望月良則君・武田友良君・水谷隆一君・石井政一君・望月隆一君・

土屋龍太郎君・土屋雄三君・和田浩一君　　川合君、ご結婚おめでとうございます。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (スマイル合計　￥18,000）

最初に台湾と伊豆の繋がりを作ってくださった浅田藤二さんが、“乾杯”の大役でした。浅田さんが挨拶の中で、「台湾

の皆さんが入会されているロータリークラブは僕の憧れでした、この度伊豆中央ロータリークラブに入会させていただく

事になりました」と宣言してくださり、その時の、台湾の皆さんの歓喜の様子が浅田さんと台湾のロータリーアンの皆さん

との繋がりの強さを感じました。私達クラブの皆さんも多方面で活躍して下さる中、様々な繋がりをお持ちだと思いま

す。ロータリークラブは誰でも入会出来る訳ではありませんが、私もこれはと思う時には声がけしています。皆さんも素敵

な仲間をクラブに誘っていただき、これからのクラブに様々新しい繋がりが生れる事を願っています。よろしくお願い致

します。



クラブ奉仕委員会卓　話

会員誕生日：土屋（源）君

奥様誕生日：原田君

会員慶事

地区研修・協議会報告
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例会場　ホテルサンバレー富士見 　静岡県伊豆の国市古奈185-1
　　　　TEL  (055)947-3100      FAX  (055)947-0564
　　　　事務局TEL  (055)976-6351      FAX  (055)976-6352
URL  　www.izuchuo-rc.org
写真：　柿田川（伊豆半島ジオパーク）

会長挨拶

出席報告

出席総数

今　回 ２２／２７ ８１．４７％ ２７名

出席率

＜欠席者＞
　・柿沼君　・木内君　・小林（則）君　・柴田君　・竹村君

会員総数

会長　水谷隆一君

大型連休ゴールデンウィークも過ぎてしまえばアッと言う間ですが、皆様楽しまれましたか？かく

言う私は例年そうですが、特に休みらしいこともない人のお仲間であります。

　さて、5月のロータリーテーマは「青少年奉仕」です。ロータリーでは、青少年に対し、各ロータ

リアンの責務は、 年齢30歳までの若い人すべてを含む青少年の多様なニーズを認識しつつ、 

よりよき未来を確実なものとするために青少年の生活力を高めることによって、 青少年に将来

への準備をさせることです。 すべてのクラブと地区は、 青少年の基本的ニーズを支援するプ

ロジェクトに着手するよう奨励されています。 基本的ニーズとは、健康、人間の価値、 教育、

自己開発です。

また、新世代のためのRI常設プログラムには、インターアクト、ローターアクト、ロータリー青少

年指導者養成プログラム、ロータリー青少年交換があり、年齢30歳 までの多数の青少年が、

将来リーダーとなるために必要なスキルを身につけようと、 ロータリーのプログラムに参加して、

スマイル報告
●土田　哲君・原田精治君・小野　憲君　加治様　卓話よろしくお願いいたします。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (スマイル合計　￥21,000）

ロータリアンを模範として、倫理、奉仕、親睦の理念についても学べることになっています。

ただ現実には、青少年との関りは、私たちと伊豆総合高校インターアクトクラブとの交流をみても理想通りには進め難い事も

多いですが、新型コロナも感染症法上「２類相当」から「５類」に引き下げられ、以前の生活スタイルに戻るこのタイミングで、青

少年奉仕についても、新たな気持ちで再構築出来たらと思います。

そんな訳もあり、本日卓話は、伊豆市からうさぎ薬局修善寺店代表取締役加治亜世さんをお招きしました。加治さんは伊豆

赤十字病院横でウサギ薬局修善寺店、また現在建設中の中伊豆温泉病院横にも新たな店舗を建設中の伊豆市でもやり手

の経営者であり、あわせて独自の地域貢献活動もされていますので、私達ロータリー活動にも何かヒントになるお話が聞ける

ものと楽しみにしています。加治さん本日卓話宜しくお願い致します。

ゲスト
うさぎ薬局　加治亜世様



クラブ奉仕委員会卓　話

会員誕生日：古藤田君

入会記念日：川合君　紀平君

会員慶事

うさぎ薬局　加治亜世さん

奥様誕生日：武田君　小野君

結婚記念日：望月（隆）君

この度は、貴重な機会をいただき誠にありがとうございま

す。うさぎ薬局修善寺店代表の加治と申します。

本日は、うさぎ薬局修善寺店の地域活動を中心にお話を

させていただきます。

うさぎ薬局は、現在静岡東部を中心に、東京・神奈川・埼

玉・千葉にて３７店舗展開させていただいている調剤薬局

であります。

当社の理念は、『社会貢献』ということで、さまざまな地域活

動を行っているのが特徴となります。その中心となっている

のが、健康サポート薬局の認定を受けているうさぎ薬局修

善寺店となりますが、こちらは廃業前の薬局をＭ＆Ａした

店舗となり、当初は患者数も１日数名程度で当社でも経験

のない赤字薬局でもあり、黒字化のため早急に業務改革

が求められたので、職場環境の改善・薬剤師の質の向

上、そして斬新な業務方針転換を実施いたしました。

＜職場環境＞

子育て世代のスタッフ多く採用し、薬局ではめずらしいフ

レックスタイムを導入、子供の行事の１００％参加可、早帰

り、授業参観の時間などの中抜けなど働きやすい環境の

実現、有給・産休・育休の１００％の取得、スタッフの食事

会の実施など働き場の環境改善にも取り組みました。

＜薬剤師の質の向上＞

専門薬剤師の育成にも力を注ぎまして、日本糖尿病療養

指導士・骨粗鬆症マネジャー・認知症専門薬剤師などは、

静岡東部の調剤薬局でも数名いるかいないかの認定資格

を持つ薬剤師が在籍しております。

＜斬新な業務方針転換＞

会社も地域の皆様も喜ぶ薬局をコンセプトに、業務改革に

とりかかりました。

経営としては、業務の効率化は必須ですが、それとは真逆

の発想で、とにかく面倒で手間のかかりやり手のない業務

を積極的にうけていくことを実践し患者本位の業務にシフ

トしました。

例えば、患者様の残薬の調整や飲みやすく一包化するこ

と、訪問服薬指導の実施など当時の調剤薬局ではなかな

かやっていないことの実施を徹底いたしました。

また、売り上げの一部を地域活動の資金とすることを店舗

の中心に据え、売り上げを上げることが、地域の皆様のた

めになることをモチベーションにして、日々業務を行い、１

年で黒字化に転換、その後も年々業績をアップさせており

ます。

地域活動は、調剤薬局単体だけではなく、他業種連携で

実践することも多いのも特徴です。

無料出張骨密度測定、シニアクラブ・サロンでの講演会、

認知症カフェでの講演だけでなく、地域のお祭りに出店し

たり、子供たちの活動のための募金活動を行ったり、コロ

ナ禍苦境のキッチンカーを誘致したり、餃子の自動販売

機を無料設置して、地代を福祉施設に寄付したりと、最近

では厚生労働省の雑誌に掲載されるほどの評価をいただ

きました。

今後もさまざまな業種とコラボして地域活動を展開してい

きますので、是非皆様の活動の際にもお声がけいただけ

ましたら幸いです。

今後の調剤薬局は、他職種連携が必須となり、現在コン

ビニよりも多い６万件以上の調剤薬局が１万５千件くらいに

なっていくようなことも示唆されています。

また、薬剤師はすでに過剰時代に突入し、調剤薬局勤務

の薬剤師は、かなりの高い質を求められる時代となってい

ます。

今年の年末に開局予定のうさぎ薬局中伊豆店は、最新の

AI機器を導入した未来型薬局となります。ＡＩ機器の導入

で薬剤師業務を調剤から服薬指導主体への転換を図る

とともに、ドライブスルーやオンライン服薬指導、そして訪

問薬剤指導などこれから需要が増えていく業務に対して、

しっかりと取り組んでいき地域の中心となる調剤薬局を目

指していきたいと思っています。

是非、内覧会にもお越しください。

本日は、ご清聴ありがとうございました。
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会長挨拶

出席報告

出席総数

今　回 ２０／２５ ８０．００％ ２７名

出席率

＜欠席者＞
　・紀平君　・古藤田君　・小林（則）君　・原田君　・山田君

会員総数

会長　水谷隆一君

　比較的過ごしやすい５月とはいえ、夏日もあれば、今日のように肌寒い雨降り陽気も

あり、体調を崩さないように健康には留意してください。

　さて、５月末から６月にかけてインターアクト提唱校伊豆総合高校はじめ、近隣の高

校では文化祭体育祭が開催されます。そんな中、私の母校三島南高校でも函嶺祭

が開催予定、今年は同窓会でもブースを出展することになり、私は思い出展示室の

担当になりましたので母校の歴史を紐解いている最中、「一源三流」という言葉に行き

当たりました。これは三島南高校の旧校訓。文字としては、漢数字の一、源由さんの

源、漢数字の三に、流れるの流。意味は、「国のためには血を流す（愛国）。家のため

には汗を流す（勤労）。友のためには涙を流す（友情）。という人間としての根源、「源」

は「誠」であり、そこから迸る三つの流れがでていることを表した言葉だそうです。

この「一源三流」は全国の剣道関係者がよく用いているそうですが、この言葉が全国

に普及した切っ掛けは、昭和３２年静岡県主催で開催された第12回国民体育大会剣

道競技会場の三島南高校に剣道競技観戦に訪れた全日本剣道連盟初代会長木村

篤太郎氏が、観戦の合間に訪れた南高の道場「源流館」に掲げられた扁額「一源三

流」の意味を小林校長先生から説明を聞き、非常に感銘を受け、その後、木村篤太

郎氏御自身の座右の銘とするとともに、機会あるごとに全国の剣道関係者に紹介した

のが、始まりの様で、「一源三流」が全国に普及した源は三島南高の校訓あったという

お話でした。

　私達ロータリーでも、国際ロータリーの使命として、他者に奉仕し、高潔性を推進し、

事業と専門職務および地域社会のリーダーの間の親睦を通じて世界理解、親善、平

和を推進することにも相通じる事の様に思いましたので会長挨拶として紹介させてい

ただきました。

会員誕生日：竹村君、柿沼君

入会記念日：柿沼君、望月（良）君

会員慶事ゲスト

静岡第1グループガバナー補佐
遠藤正幸君（三島西RC）



卓　話

スマイル報告
●水谷隆一君・土田　哲君　遠藤ガバナー補佐、公式訪問ありがとうございます。

●木内昭夫君　ご無沙汰いたしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(スマイル合計　￥15,000）

長友範充君

　本日は、第3回目のＧ補佐訪問でお邪魔しています。水

谷会長、小野幹事、一年間ご苦労様でした。私もＩＭが終

わり、ほっとしています。

今年の第1グループでは昨年11月18日に静岡市の浮月楼

に会長幹事の皆さんにも参加していただき、ＲＩ会長夫妻と

意見交換会を実施することが出来ました。大変光栄なこと

です。

　2月5日には、200名の皆様に参加していただきリアルでＩ

Ｍを実施できました。本来でしたら第3部の懇親会まで実

施したいところでしたが、実行委員会でもんだ結果第2部ま

でになってしまいました。次年度はコロナも落ち着いてきた

のでぜひ実施していただきたいと思います。

　4月14日には、台湾のＲＩ3480地区からの自転車走行隊　

約50名の皆さんと静岡県東部地区の組長さん・淺原ガバ

ナー・静岡第1グループの会長幹事さんで懇親会をするこ

とが出来ました。台湾のこの地区からは、熱海へ土石流の

義援金やマスクの提供が伊豆市を経由してありました。彼

らは、小山町から下田までサイクリングしたようです。懇親

会の席上台北の日城ＲＣが伊豆地区のＲＣと姉妹クラブ

を締結したいので希望があるクラブを紹介してほしいと依

頼されました。希望があれば連絡をお待ちします。

　淺原ガバナーより、RI第2620地区が会員増強のトップを

走っているということで最後まで会員増強を心がけていた

だいたいという依頼がありましたのでお伝えします。私の所

属している三島西ＲＣは、若い会員がだいぶ増えました。

会員数が60名近くなっており、そのうちの2/3程度がゴルフ

同好会に所属しています。コロナで例会がない時もゴルフ

で親睦を深めクラブになじんでいます。他に三島西ＲＣに

はミセス会があります。食事会や、お花の勉強会、旅行等

を楽しんでいます。会員だけでなく奥様方も参加することで

クラブがまとまっているのではないかとも思います。

　今月13日は三島西ＲＣ創立50周年記念事業第1弾が開

催されます。28日は記念式典と記念講演で親睦一座の興

行があります。第1弾は自由参加です。式典は会長幹事さ

んのみです。お会いできることを楽しみにしています。

　今日は私が会長を務めさせていただいております、伊豆

の国市国際交流協会LINKのご紹介をさせていただきます。

　発足は2005年年4月1日、つまり合併で伊豆の国市にな

った時の設立で、その前身は韮山町国際交流協会です。

韮山町国際交流協会の時から数えると29年の歴史があり

ます。

　会員数は現在70名程度です。会員には、一般の個人会

員、家族会員そして賛助会員の3つがありますので、ご支

援いただける方は是非賛助会員になっていただきたいと

思います。

　活動としては日本語教室や語学教室を中心に、講演会

や報告会、また外国料理教室なども開催していますし、在

留外国人向けに日本の文化や生活を知ってもらうという目

的で、書き初めとか着付け、また田植体験、稲刈り体験な

ども実施しています。

　設立当初は外国の紹介とか、料理教室などのイベントを

主な活動としていましたが、現在の活動は日本に住み仕

事をしている在留外国人の方々への語学、生活や進学の

支援へと移ってきました。つまり多文化共生社会の推進です。

　世界はグローバル化が進み、日本においても様々な国

や地域から来日し働き生活する人々が増加しています。こ

うした多様な文化的、宗教的背景を持つ人々とともに安心

して社会生活を営むことが出来る社会を形成するというこ

とが多文化共生社会の推進です。ロータリーのメンバーの

皆様にも今後の事業展開にあたっては、是非この多文化

共生社会の推進ということを頭に入れておいていただきた

いと思います。

ガバナー補佐挨拶
遠藤正幸君（三島西RC）



マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
竹村淳一郎君　小林貞博君　長友範充君
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会長挨拶

出席報告

出席総数

今　回 ２１／２６ ８０．７７％ ２８名

出席率

＜欠席者＞
　・柿沼君　・川合君　・小林（則）君　・柴田君　・武田君

会員総数

会長　水谷隆一君

６月のロータリーテーマは「親睦活動月間」です。ロータリーでの参加型の奉仕、人間

的な成長、リーダーシップ開発、生涯にわたる友情は、目的意識と熱意を生み出しま

す。これが私達の責任です。会員に奉仕出来ない様では、地域社会への奉仕活動も

出来ない。会員にとって心地良い場所として、会員への心配りがなければ、ロータリー

の力を本当の意味で理解してもらう事は出来ないでしょうと、ジェニファー・ジョーンズ

RI会長のメッセージにもあります。

ロータリアンの良心をもって互いに磨き合う第一歩が会員親睦活動だと思います。

論語にも〔子曰く、学びて時にこれを習う、亦た説ばしからずや。朋有り遠方より来る、

亦た楽しからずや。人知らずして慍みず、亦た君子ならずや。〕とあります。ロータリー

的に意訳しますと、「ロータリーについて学び、いつも繰り返して自分の身につける。な

んと喜ばしいことだろう。同じ志をもつ友達が遠くからでも例会にやってきて一緒に学

ぶ。なんと楽しいことだろう。たとえこうしたロータリー活動を他人がわかってくれなくて

も、気にかけたりはしない。それこそロータリアンといえるのではあるまいか。」と、ただ

昨今のロータリーは公共イメージを高める姿勢に転換されています。こんなロータリア

ンに相応しい方が、本日入会して下さる浅田藤二君です。伊豆市のホープでありエ

ースです。これから入会式を行います。皆様宜しくお願い致します。

会員誕生日：望月（隆）君

入会記念日：小林（貞）君

奥様誕生日：木内君

会員慶事

表　彰



　　　　入会おめでとう

クラブ協議会

スマイル報告
●原田精治君・水谷隆一君・土田　哲君・小野憲君・望月隆一君・竹村淳一郎君・土屋雄三君・長友範充君　浅田さん、入

会おめでとうございます。よろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(スマイル合計　￥17,000）

委員長　長友範充君

　本年度の例会開催はコロナによる中止が１回ありました

が、10月に行われました京都乙訓ＲＣとの交流会を例会と

することを理事会で決議した結果、本日を含めて25回と予

定とおりの開催となっております。

　本年度の途中からコロナによる規制が見直され京都乙訓

ＲＣとの交流会、クリスマス家族会、４クラブ合同新年会、

静岡第１グループIM等の事業が実施されました。多くの会

員の皆様にご参加いただきました。ありがとうございます。

また、親睦友好委員会をはじめとする各委員会の皆様に

はクラブ運営に多大なるご協力を賜りまして誠にありがとう

ございます。

次年度もより一層の充実したクラブ運営が出来ますよう重

ねて皆様の御協力をよろしくお願いいたします。

　まだ最後の新旧交代会を残しておりますが、今年度実

績報告をさせていただきます。

①9月27日の今年度最初の親睦例会はOBであるえびす

やさんにて開催させていただきました。

②10月15・16日の京都乙訓交流事業は15日に合同例会

と懇親会、そして16日にゴルフと観光を実施させていただ

きました。合同例会懇親会には当クラブ24名、乙訓13名、

そして16日の観光も当クラブ10名乙訓7名、ゴルフは当ク

ラブ5名乙訓6名と、例年になく多数の方にご参加頂き、久

し振りに京都乙訓と友好を深めることができたと思います。

③12月23日クリスマス家族会、こちらは望月委員に担当し

て頂きました。昨年同様サンバレー本館にてバイキング形

式で開催いたしました。会員そしてご家族合わせて80名

以上のご参加を頂きました。

④1月10日　3年ぶりとなる、４クラブ合同新年会を開催い

たしました。１２０名を超える多数のご参加を頂き、大変盛

況に開催出来たと思います。

⑤3月28日親睦増強例会

この親睦例会は増強委員改と共同して、増強も兼ねた親

睦増強例会とさせていただきました。伊豆総合高校松浦

校長、特別支援学校廣瀬副校長と当クラブ古藤田会員と

でディスカッションをしていただき、また10名の入会候補

者に来ていただきました。結果、今回の浅田さんが入会さ

れ、当初の目的は達成されたと思います。

○委員会費の執行状況については、800000円の予算に

対し4月末にて451571円、残金は368429円でした。

　以上会員の皆様の御協力そして、委員会のメンバーの

実行力で、これら5つの事業を無事終えることが出来まし

た。ありがとうございました。

　この後最後の新旧交代会が残っておりますが、今年度の

最後にふさわしい楽しい新旧交代会になることを皆様にお

願いして、親睦友好委員会の事業報告とさせていただき

ます。

委員長　土田哲君管理運営委員会 親睦友好委員会

生年月日：1964年7月10日
事業所：浅田ファーム
　　　　　伊豆市湯ヶ島１３４８   
役職：代表
　　　　

浅田藤二君
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会長挨拶

出席報告

出席総数

今　回 ２０／２７ ７４．０７％ ２８名

出席率

＜欠席者＞
　・雨宮君　・小野君　・川合君　・木内君　・古藤田君
　・小林（則）君　・土屋（雄）君

会員総数

会長　水谷隆一君

いよいよ2022-23年度、通常の例会はこれが最後の会長挨拶となります。今期27回目

の例会ですが、石井副会長がこの場に立つ時に、挨拶は苦手とおっしゃいますが、私

はそれ以上に人前は苦手。会長挨拶も最初から最後まで上手くならないままでした

が、小野幹事はじめ皆様に温かく支えられ、伊豆中央ロータリークラブの会長を務め

させていただきまして誠にありがとうございました。

さて、年度の締めくくりにあたり、計画書にあります事柄に触れてみたいと思います。

「入りて学び、出でて奉仕せよ。先ずは四つのテストに合格しよう」と冠し、「和顔愛語 

先意承問」を絵に描いたようなロータリークラブ。ロータリーアンは、笑顔で愛情のこも

った言葉で話し、先に相手の気持ちを察して相手のために何ができるか、自分自身

に問いただす。

ロータリーの四つのテストを自分自身やクラブに置き換えて繰り返す中で、自分自身

は会長として及第点に到達出来なかった様に思いますが、クラブにあっては入会年

数の浅い会員の皆さんが、ベテラン会員と共に不慣れな事も精一杯役目を果たして

くれている姿を見ると伊豆中央RCもまだまだこれから未来は開けて行く様に期待しま

す。

次年度土田・望月年度が今から楽しみです。自分自身を磨き、頼もしい仲間の集う伊

豆中央RCを益々皆様で盛り立てていきましょう！

入会記念日：竹村君　和田君　武田君

会員慶事

スマイル報告

●水谷隆一君　6月15日本年度最後の会長幹事会が長岡のはなぶささんで行われました。余剰金をスマイルいたします。

●土田　哲君　今年度の例会も残すところ2回となりました。水谷会長・小野幹事、お疲れ様でした。　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(スマイル合計　￥12,000）



クラブ協議会

「会員は思いやりの心を持ち他人を理解しようとする」

2023-24年度伊豆中央ロータリークラブ第58代会長を務め

させていただきます、土田哲です。１年間よろしくお願いい

たします。

　今年度までの３年間は、新型コロナウィルス感染拡大防

止策を講じながらのクラブ活動となり、例会や親睦事業の

中止など窮屈な活動を余儀なくされてきましたが、次年度

からは本来の活動に戻れるものと安堵するとともに責任の

重さを感じております。

　この３年間で入会された会員の方々にとっては、コロナで

休止していた京都へ出向いての交流等、初めて経験する

活動もあり、戸惑うこともあると思いますが、皆さんで楽しい

時を過ごしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　今更ではありますが、会員は一人ひとりが異なる職業、

異なる立場のなか、日々仕事をしながら地域や自身が所

属する様々な団体での会務等をこなしていることと思います。

　そのような生活の中で、それぞれが、それぞれのペース

でロータリアンとして奉仕活動や例会に参加し、知り合い

を広め、相互理解を深めていることと存じます。

　今年度も前年度に引き続き、ロータリーの知識やクラブ

の歴史の共有と会員間の相互理解を深める勉強会（協議

会）を実施したいと思います。ベテラン会員の皆様におか

れましては講師役よろしくお願いいたします。

　現在、当クラブではゴルフ同好会がありますが、他の同

好会、例えば旅行やグルメなども立ち上げて同好会活動

を活性化し、相互理解を深める機会にしたいと思います。

　同好会立ち上げにご協力いただける会員の方はお気軽

にお声がけください。

　例会プログラムでは、会員卓話はもとより、地域社会で活

躍している方々の外部卓話を積極的に取り入れて、自身

の事業に関係する事だけではなく、地域社会への関心を

深めていきたいと思います。8月22日の例会では函南町に

ある川の駅の駅長であり、伊豆の国市かわまちづくりの神

島公園の指定管理者である株式会社ＪＭの川口早（かわ

ぐち　さち）様に卓話をお願いしてあります。

会長エレクト　　土田哲君次年度方針
　今年度は親睦例会に限

らず、例会に会員全員が

最低一人はゲストを呼ん

で、あらゆる世代、女性会

員の増強を図りたく思いま

す。会員増強委員会だけ

ではなく、全員で会員増

強に取り組んでいきたいと

思っていますので、会員

の皆様の御協力をお願い

いたします。

　また、２年後に控えています、伊豆中央ロータリークラブ

の６０周年を全員で祝うための準備を始めたいと思います。

特別委員会を立ち上げて60周年に向けたキックオフを始

めたいと思います。

　今年度は静岡第１グループの合同奉仕作業が企画され

ています。当然ながら全員で積極的に参加していきたいと

思います。内容は先日行われました会長幹事会でフードド

ライブを行うことになりました。詳細は決定次第、皆様にご

報告いたします。こちらについても積極的なご協力をお願

いいたします。

　また、地区では「古着でワクチン」プロジェクト、当クラブ

では前年に引き続いて伊豆総合高校と伊豆の国特別支

援学校の支援を行います。こちらも皆様の御協力をお願

いいたします。

　御協力のお願いばかりで申し訳ございませんが、メンバ

ー全員で伊豆中央ロータリークラブを盛り上げていきたい

と思いますのでよろしくお願いいたします。

　私の好きな言葉に「ロータリアンの友情に免じてご容赦く

ださい」という言葉があります。ロータリアンとして大変未熟

な私ではございますが、失敗を恐れずに会長を務めさてい

ただきたく思います。

　ベテラン会員も新人会員も誰もが「伊豆中央ロータリーク

ラブの会員で良かった。」と自然に言えるような居心地の良

いクラブ運営をしていけたらと思いますので、ご協力の程よ

ろしくお願いいたします。
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会長挨拶

出席報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席表彰

出席総数

今　回 １９／２６ ７３．０８％ ２８名

出席率

＜欠席者＞
　・川合君　・紀平君　・古藤田君　・小林（則）君　・土屋（雄）君
　・土屋（龍）君　・和田君

会員総数

会長　水谷隆一君

皆様のお蔭をもちまして会長任期を全うして新旧交代会を迎えることができました。

特に小野君には献身的に、クラブ幹事として支えていただきご苦労様でした。数年

前、たまたま順天堂病院近くの交差点で信号待ちをしている時に、順天堂向かい側

のお寺で檀家の皆さんでしょうか、大勢で清掃作業をする中に小野君が黙々と皆さん

と一緒になって作業されている姿を見かけた時から、この人なら大丈夫だろうと思っ

ておりました。この一年を通じて、その確信が正しかったと証明されました。小野幹

事、本当にありがとうございました。

昨今ロータリー活動を世間にPRすることに熱心なロータリーですが、人知れず縁の下

で力を発揮する陰徳感もロータリアンの美徳だと思います。誰も見ていない様でも、

お天道様とロータリアンには日頃の言行がわかってしまうものです。これからも四つの

テストを念頭に行動し、“それでこそロータリー”と背中で語れるロータリアンに成れる

よう、人生の道場、修行の場のようなロータリーライフを、また一会員に戻って皆様と

共に楽しんでいきたいと思います。一年間ご協力ありがとうございました。

次年度、土田・望月年度も引き続き宜しく御願いいたします。

スマイル報告

●原田精治君・土田哲君　水谷年度最終日、1年間お疲れ様でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(スマイル合計　￥2,000）

ホームクラブ100％出席
4年　望月隆一君
2年　中山博司君
1年　小林貞博君　望月良則君

修正出席率100％
42年　木内昭夫君
27年　紀平幸一君　竹村淳一郎君
25年　長友範充君
13年　中山博司君　水谷隆一君　土屋雄三君
12年　雨宮演邦君
  8年　石井政一君
  7年　古藤田博澄君
  4年　土屋龍太郎君　望月隆一君
  3年　小野憲君　土田哲君　小林貞博君　原田精治君
  2年　柴田三敏君
  1年　武田友良君　堀江伴英君　望月良則君



新旧役員交代会 於：ホテル茜


